リオの 軽口 師 

折 竹 孫 七が、 ブラジル 焼酎の *pinga" というの を 

引つ さげて、 私の 家へ 現われた のが 大晦日の 午後。 さ 

て は 今日 こそい よいよ 折 竹め 秘蔵の もの を 出すな。 こ 

の ブ ラ ジ ル 焼酎 を 飲りながら アマゾン 奥地の、 

「I 神に して 狂う」 河の 話 をき つと やる だろう …… と 

私 は、 しめしめ とば かりに 舌 なめずり をしながら、 彼 

の 開口 を 待った ので ある。 

ところが、 その 予想が がらつ と 外れ、 意外 や、 題 を 



て 外国 雑誌の ような もの を 取り だした。 

レヴ イス トラ ■ ジェォ グラフィカ ■ アメリカナ 

l^evistrEl GeoTOrElficEl Americ ひ nai ア^ゼンチン 

地理学 協会の 雑誌 だ。 それ を 折 竹が パ ラ パラと めくつ 

て、 太い腕と ともに グイと 突き だした ぺ ー ジに は、 な 

んと、 "Incola palustris" 沼 底 棲息 人と 明白に あるの 

だ。 私 は、 折 竹の 爆笑 を 夢の 間の ように 聴きながら、 

しばし は 茫然た る 思い。 

「ハ ハハ ハハ、 魔境 やさんが、 驚いて ちゃ 話に もな 

らん じ やない か。 どれ、 この 坊や をお ろして、 本式に 

話す かね」 

折 竹の 膝に は、 私の 子の 三つになる のが 目を瞠 つて 



いる。 タ ー ザン のォジ サンと いう 子供の 人気 もの —— 

折 竹に はそう いう 反面 も ある。 童顔で、 いまの 日本人 

に は 誰に もない ような、 茫乎 とした 大味な ところが あ 

る。 それに加えて、 細心の 思慮、 縦横の 才を蔵 すれば 

こそ、 かの 世界の 魔境 未踏 地 全 踏破と いう、 偉業の 完 

成 もで きた わけ だ。 その 第五 話の 「水棲 人」 と は？… 

…折 竹が やおら 話し はじめる。 

「ところで、 これ は 僕に 偶然 触れて きた ことなんだ。 

リオ . フォ ルス. テ. ディ ォス そろう 

『神に して 狂う』 河 攻撃の 計画の 疎漏 を、 僕が 指摘し 

たので 一 年間 延びた。 その あいだ、 ぶらぶら リオ 二ァ. 

ジャネ イロで 遊んで いるう ちに 、偶然 『水 棲 人』 



に 招きよ せられる ような、 運命に 捲き こまれる ことに 

なった。 

えつ、 その 水棲 人と は どこに いるって まあまあ、 

急かせずに ブラジル 焼酎で も 飲んで だね、 リオの 秋の 

四月から 聴きた まえ」 

ヴ ェント ■ モデラ II ド 

リオの、 軟 微 風と は ブラジル 人の 自慢 —— 。 

棕梠 花のに おいと、 入江の 柔 かな 鹹 風と がま じった、 

リオの 秋 を ふく 薫風の 快よ さ。 で 今、 東海岸 散歩道の 

うき や し 

浮力 フエ ー から ぶら りと 出た 折 竹が、 折からの 椰子の 

葉 ずれ を 聴かせる その 夕 暮の風 を 浴びながら、 雑踏の 



なか を 丘 通りの ほうへ 歩いて ゆく。 その 通りに は、 

ポムピ 二 ヨス ■ ェナモ —ル マット ォ ■ ヴィ ルジェ ン 

「恋 鳩」 「処女林」 と、 一 等 船客 級 を ねら 

う ナイトクラブが ある。 

「うう い、 処女林 か。 処女林 なんてえ 名 は、 ど 

こに も あると 見える」 

まんさん よいごこち 

と 彼 は、 蹣跚 という ほどで はない が 相当の 酔 心地、 

ふらふら 「恋 鳩」 の 裏手 口 を 過ぎよう とした 時に …… _ 

いきなり 内部から 風 をき つて、 彼の 前へ ずしり と 投げ 

だされた ものが ある。 みると、 一 つの ス— ッケ— ス。 

とたんに 奥で、 癇 だかい 男の どなり 声が する。 

「さあさあ、 出て け 出て け。 君みたい な芸 なし 猿に 



の 怪奇の 点で は 奥 アマゾン を 凌ぐ といわれる、 

水 棲 人の すむ あの 秘境へ は ゆかなかった ろうに。 

エステ ロス. デ ■ パ チニョ 

Esteros de Patino I すなわち 「パチ 二 ョの荒 湿地」 

といわれる 魔 所。 

まもなく、 その 入口 を いっぱいに 塞いで しまいそう 

な、 大男が 悠然と 現われた。 舗道へ 降りる と、 ちょつ 

と 足 もとの あたり を 一、 二度 見廻して いたが、 すぐ 折 

竹に 気がつい たらしく、 

カピト— ン 

「や あ 大将、 拾つ といて くれたね」 

「番をして たよ。 どうせ、 出て け —— を 喰わされる 

ようじ や、 だいじな 財産だろう。 さあ、 たしかにお 渡 



駄々 つ 子して ダグラス そっくり。 声まで 彼に 似て、 豪 

快に 響いて くる。 

おやま ガ ルガ I ンタ 

「俺 は、 女形 を やれる 軽口 師 という 触れ こみで、 つ 

い 四日 ほど まえ 『恋 鳩』 に 雇われた。 初舞台 —— 。 ご 

婦人の 下着な ど を 取り だして、 すっきりと 笑わせる。 

と、 行って くれり や 何の こた あなかった よ」 

「引っ込め —— か」 

「いわれた よ。 しかし、 ものと いうの は、 とりょう 

だと 思う。 俺がず ぶ の 素人で いて やかまし 屋の 『恋 鳩』 

の 舞台 を、 よく 三晚も 保った かと 思えば、 われながら 

感 ひする よ I 



「じつは、 大将に これ を 見て 貰いたい」 と ポケット 

からだした その 男の 掌に は、 キラ キラ 光る 粒が 二、 三 

粒 転がって いる。 手に とる と、 まだ 磨かれて いない ダ 

ィャの 原石。 大きさ は、 まあ 十 カラットから 二十 力 

ラット ぐらいだ ろうが …… 、 それよりも、 掘り だした 

ままの 土の 手触りが、 折 竹に はじつ に 異様であった。 

彼 は、 手に とった 石 を あっさりと 返して、 

「君、 これ は 盗った やっかね。 それとも 脱税 品 か」 

「マ ァ、 言 や 後の ほうだろう。 ところで、 見受けた 

ジャ ボネ， -ズ 

ところ 大将 は、 日本人ら しい。 日本人で も、 サン トス 

や サン • バウ 口にい るなら お 移民さん だが、 リオに お 



いよう ものなら、 捕まって しま うんだ よ」 と、 いよい 

よさよう ならと いうよう に 二 ッコリ 笑い、 一、 二 歩 ゆ 

きかけ たが、 立ち どまって 空 を 仰いだ。 おおらかに、 

う そ ぶ 

胸 を はり 暖 くように 一一 一一 n う。 

「はてさて、 俺 も 追ん 出されて 行き暮れ にけ リ —— 

さっそう ガウチョ 

か。 颯爽と、 乞食 もよ し、 牧童 もよ し」 

男の 魅力が、 時として 女 以上の ものである 場合が あ 

る。 ここで も、 これな りこの 奇 男子と 別れた くないよ 

うな 気持が、 折 竹に だんだん 強くな つてき た。 

きょそ 

警抜なる 挙措、 愛すべき 図々 しさ。 なんという、 スッ 

キリと した 厭味の ないやつ だろう。 しかし、 この 男が 



何者かと いう こと は、 ほぼ 彼に 想像が ついてい たの だ。 

泥坊 か、 密輸入 者 か 故買き か。 どうせ、 素姓の しれぬ 

ダイヤな ど を 持つ ようで はそんな 類いだ ろうが、 とに 

かく、 なんにも せよ 気に入った 奴 だと、 一度 打ち込め 

ば 飲ませた くなる のが、 折 竹の ような 生酔いの 常。 

「どう だ、 一 杯 やる が 付き合う かね」 

「酒 s^」 と、 その 男 は 飛び あがる ような 表情。 「せめ 

ォブ リガ— ド 

て、 飯と も 思って いたのに、 酒と は 有難い。 有難い。 

大将、 このと おりだ」 

それから、 リオ • ブランコ 街の 一 料亭へ いったの が 

イン コラ. パル ス トリ ス 

始まり、 それが、 水 棲 人に 招かれる 奇縁の 因と な 



何す る も のぞと いう 」 

「そうだ。 時に、 喋って いるう ちに 気が付い たがね、 

今夜 は、 *Bich? の 発表の 晚じ やない か」 

"Bich? というの は、 ブラジル 特有の 動物 富籤で あ 

る。 蟻 喰いの 何番、 山 豚 の 何番と いうよう に、 

いろんな 動物に 分けて 番号が つけられ ている。 その、 

当り 籤が 今宵の 十二時に、 ラジオ を 通じて いっせいに 

発表され るの だ。 それから 二人 は、 パゲタ 島から にお 

う 花 風の なかで、 動物 富籤の 発表 を 待ちながら 酒杯 を 

重ねてい つた。 折 竹 は、 もう 泥の ように 酔って しまつ 

ている。 



ビ ッショ だいじ そ-つ 

「うう い、 動物 富籤 を 一枚、 てめ え 大切 候に 持って 

やが つて …… 。 おい カム ボス、 俺 はなんだ か、 可笑し 

くって 仕様が ねえ」 

「ハツ ハツ ハツ ハツ ハ、 なけなしの 俺が 一枚看板み 

たいに、 動物 富籤 を もっている のが、 そんなに 可笑し 

いか。 だが、 俺 だって 当る と 思つ ちゃ いないよ。 易 

ぼく 

いだ。 未来 を 卜すに は、 これに 限る よ」 

やがて、 十二時が 近付く につれ、 しいんとな つてく 

る。 おそらく、 動物 富籤 を もたぬ もの は 一 人 も ある ま 

いと 思われる ほど、 この 富籤に は 驚く ベ き 普遍性が あ 

る。 やがて、 ラジオから 当り 番号が 流れ はじめた。 そ 



いさ さ わる ひ ささい 

こういう こと を 些かの 悪怯れさ もな く、 堂々 と、 些細 

の 渋ろ いもな く 言いだ す 奴 も 珍しい。 気に入った。 こ 

リゃ、 事に よったら カム ボスに 運が くる。 これで、 こ 

の 泥坊が 足 を 洗えり や、 俺 は 一 つの 陰徳 をした という 

もんだ。 

なにしろ、 独り 身で 金の 使いよう もない うえに、 週 

給 五 百 ドル を もらう 折 竹の ことで あるから、 たかが、 

千 ドル や 二 千 ドルなら 歯牙に かける にも 当らない。 よ 

ろしい と、 彼 は カム ボスの 申出で を、 きっぱりと 引き 

うけて やった。 

ポムピ 二 ヨス "ェ ナモ— ル キヤ ジノ 

リオで は、 「恋 鳩」 の 賭博場が 最大で ある。 



の 歓楽 中い ちばん 暗黒の ものが、 賭博場 を はじめ 洩れ 

なく 揃えられ ている。 

「君、 一丁 賭く か」 そんな 声が、 はやとつ 突き 

の 玉 転がし 場から も 響いて くる。 婦人の、 キラ キラ か 

が やく まつ 白な 胸、 脂粉、 歌声、 ル ー レットの 

金搔— き 棒の 音。 二人が、 内部の キヤ バレ— へ はいると、 

パッと 電気が 消える。 

エステ. ェ. ブランコ ベルレ. ェ. ブランコ 

これ は 白い 白い は 肌 

と、 舞台の 歌声と ともに 緞帳が あがる が、 だんだん、 

その 白い というの が肢 だけでなくなる というの が、 「恋 

鳩」 の ナイトクラブ たると ころ だ。 それから、 キャパ 



レ ー を 出て ちょっと 口 を 湿して いるう ちに、 ふいに 力 

ム ボスが なに を 見た のか、 ボ ー ィを 呼びと めて あれと 

あご 

顎 をし やくって 見せた。 

「君、 あの ご 婦人 はなん て 方 だね」 

ボ— ィは、 ちょ つ とその 方向 をみ る や、 にこりと 笑つ 

て、 

「さすが、 旦那 さま はお 目が 高う いらっしゃる。 あ 

の、 ちょっと 小柄な 金髪で ございましよう。 お計らい 

なら 手前 致します が、 なんせい、 美しいだ けに、 

ちょっと 高価う) ，1 ざいます よ」 

さえぎ しか 

すると、 カム ポスは それ を 遮って、 違う と 叱る よう 



は、 まったく 周囲が 周囲 だけに 際 だって 目立つ ので あ 

る。 カム ポス は、 妙に 熱 を もった ような 瞳で じっと そ 

の 婦人 をみ ていたが、 まもなく、 運 定め をす る 賭け 場 

へ はいって いった。 

魔境 「蕨の 切り株」 

そこ は、 人間の 運が いろいろに 廻転し、 

ヴ ォッセ . ケル . マタ . ビ ッショ 

おい、 奢る ぞ —— と 勢いよ く 出て くるの も あれば、 



ホ— ジ . ェ • ァザ— ル 

曲って る！ なんて 三 リン ボウが 続き ァ がるんだ と、 

しお 

いずれ は、 ピストルの ご 厄介ら しくう ち悄れ てし まう 

もの も ある。 しかし、 カム ポスは 気 込んだ 甲斐 もな く、 

バ ラ ン ス 

みごと 「平均」 という 賭け 札で スッ テン テンに なって 

しまった。 

それみ ろ、 やっぱり 一番 違いの 解釈 はおれの ほうが 

正しい —— と、 じっと、 その 意味 を こめた 目で カム ポ 

スを みたと き …… 思わず 折 竹が アツと 叫ぶ ような こと 

が 起った。 カム ボスが 札 を 置く と スィと 立ち あがって、 

諸君と、 室 中 を 睨め まわす ように 言った ので ある。 

「僕 は、 諸君に 折り入っての 相談が ある。 見られる 



ムポス は、 もっと この 話 を 現実 付けねば ならぬ と 思つ 

て、 

「じ や、 その 礦地 とはいつ たい 何処に あるか。 また、 

どうして 俺が それ を 見付けた かとい うこと を、 これ か 

ら 諸君に かい 摘んで 話そう。 しかし だ、 今度 は 七万ミ 

ル なんてえ、 吝 つたれ は 止めて 貰うよ。 もし、 そんな 

声が 出たら それつ きリ にして、 俺 は サッサ と 帰る から 

ね」 

それから カム ポス は、 賭博場 はいう に 及ばず 踊り場 

ボム ピ 二 ヨス. ェナモ ー ル 

から キヤ バレ ー までの ほとんど 「恋 鳩」 の 全 

客 を あつめた と 思われる ほどの、 黒山の 人 を 相手に 



滔々 と 言い はじめた ので ある。 その 第一声が、 まず 

人々 に 動揺 をお こさせた。 

「ところで、 その 新礦 地が あるの は、 "Granohaco" 

だ。 どう だ、 グ ラン . チャコと は 初耳だろう」 

南米に、 まだ 開拓のお よばぬ 個所が 四つ ほど ある。 

一 つ は、 人 も 知る 奥 アマゾン、 さらに オリノコ川の 上 

流 も その 一 つだろう し、 また、 南端へ ゆけば パタゴ 二 

ァ 地方に も、 恐竜の 全 化石な どが でる 未踏 地が ある。 

そうして、 第 四が この グ ラン. チャコな の だ。 

南緯 二十 度から 二十 七 度 辺にまで かけ、 アルゼン チ 

ン、 パ ラグ アイ、 ボリ ヴィァ の 三 か 国に わたり、 密林 



あり、 沼沢 あり、 平原 ありと いう、 いわゆる 庭園 魔境 

の 名の グ ラン • チャコ。 そこ は 奇獣珍 虫が 群 をな して 

棲み、 まだ、 学者 はおろ か、 "Mattac? 印度人で さえ 

も、 奥地へ は往 つたこと がない という ほどの 場所 だ。 

「で、 その グ ラン • チ ヤコの なかに "pilcomayo" と 

よど 

いう 川が ある」 と カム ボスが 淀みな く 続けて ゆく。 

「それ は、 フォルモサの 密林の 北 をな がれて、 なが 

らく パラ グ アイ、 アルゼンチン 両国の 境界 争いの 場所 

だった こと は、 諸君 も 知って おる ことだろう。 たがい 

に、 川の 南北に 陣ど つて 堡 塁 をき ずき、 いまなお 一 

触即 発の 形勢に ある。 では、 その 境界 争い はなん のた 



めに 起った か。 貪ろうと したの か？ それとも、 条文 

の 不備 か？ 何のた めかと いうに、 それ は、 この ピル 

せんばん 

コマ ョ という 化物の ような、 じつに 不可解 千万な 川の 

ために 起って いる。 

で 諸君、 諸君 はこの 川が 貫いて いる 

"Esteros de r^atino, すなわち 『パチ 二 ョの荒 湿地』 

なる おそろしい 場所 を 知ってい るかね。 いや、 ブラ ジ 

ルには 通り名が ある。 パチニ ョ というよりも 

『蕨の 切り株』 。 俺 は その 名 を 知らん とはい わさ 

んぞ」 

パ チニョ の 荒 湿地、 一 名 「蕨の 切り t」 —— それに 



は、 また 人々 の 中が ザッ とざわめ き 立った ほど だ。 読 

者 諸君 も、 蕨の 切り株と はなん て 変な 名だろう と、 こ 

こで 大いに 不審が るに ちがいない。 蕨と いえば、 太 さ 

おやゆび 

拇指 ほど も 〔# 「拇指 ほど も」 は 底本で は 「栂指 ほど も 匕 

あれば 非常な 大物で ある。 それ だのに、 それが 樹木 化 

して 切り株と なる 魔 所と いえば、 それだけ 聴いても、 

この 「蕨の 切り株」 なる 地が いかなる ところ か 分る だ 

ろう。 でまず、 順序と して ピルコマヨ川の、 化物 然た 

る 不思議な 性質から 触れて ゆこう。 

ピル コマ ョに は、 元来 正確な 流路 がない。 土質が、 

やわらかな 沖積層で 岩石が なく、 そのうえ、 蛇行が 甚 



が、 フランス 人よりも 先に 新 南 群島 を 占めたた め、 い 

ま は 日本の 領有と なって いる。 その 先 占 を、 一九 三 二 

年の 夏の 終り ごろに、 いよいよ アルゼンチン 政府が 決 

行す る ことにな つた。 

ピル コマ ョが、 「蕨の 切り株」 の 荒 湿地で まったく 消 

えてし まう。 それから、 そこ を 出る と 三つの 川に な リ_ 

「暗 秘河、 「迷 錯」 河と 成程と いうよう な 名の 

川 二つ。 そして その 南に ピル コマ ョの 本流が のた くり 

出て いる。 つまり、 Ramos Gimenez 教授 を 主班と す 

る その 探検隊の 目的 は、 以上 三つの 流 系 を しらべ、 あ 

わよ くば、 グ ラン • チャコの 謎と いわれる 「蕨の 切り株」 



を衝 こうと する もので あつ た。 

なんじゅう 

ところが、 その 探検が 難渋 をき わめ、 やっと 一 年後 

に 「蕨の 切り株」 の 南隅に 立つ ことができた。 そのと 

じちく 

き、 じつに 世界の 耳目 を ふるい 戦かせた ほどの、 怪異 

な 出来事が 起った の だ。 

そこ は 一面、 細 茅、 といっても 腕 ほど も あるの が 

そせい フエ ー ト. ジガ ンデ 

疎 生して いて、 ところどころに 大 蕨 がぬ つと 拳 

を あげてい る。 そして、 下 は 腐敗と 醱酵 のどろ どろの 

沼 土。 すると、 ジメ ネス 教授が 立って いると ころから 

百メ— トルば かり 向う に、 髪 をな がく 垂らした 女の よ 

うな ものが、 水の 中から ぬつ くと 立ち あがった ので あ 



る。 教授 は 驚いた。 II よく 見れば いかにも 女 だ。 し 

かし、 すぐ 浴み をす るよう に跼ん だかと 思う と、 その 

姿が 水中に 消えて しまったの だ。 

女 だ。 あくまで 人間であって 外の 生き物で はない。 

い き 

しかし 泥中で 生き 水底で 呼吸ので きる、 人間と いうの 

が あるべき 訳 はない。 と、 半ば 信じ 半ば 疑いながら、 

まったく その 一 日 は 夢の ように 送って しまったの だ。 

さお 

すると 翌日、 顔 を まつ 蒼に した 二人の 隊員が、 教授の 

天幕 へ バ タ バタと 駆け こんで きた。 

トッコ ■ ダ ■ フエ —ト えび 

聴く と、 「蕨の 切り株」 へいって 蝦 類 を 採集して いる 

と、 ふいに 泥の なかへ 男の 顔が 現われた。 それ は、 ま 



れた。 それが、 余人で はない カム ボス。 

「俺 は 去年、 パ ラグ アイ 軍の 志願 中尉 を やって いた。 

まったく あの 国 は、 学歴 さえ あれば 造作なく 士官に な 

れる。 で 俺 は、 一通り 号令 を おぼえた ころ、 任地に 送 

られ た。 これが、 『蕨の 切り株』 に 大分 近くな つてい る、 

ピル コマ ョ 堡塁 線 中の "La Madrid" というと ころ だ。 

せんせん 

俺 は、 そこへ ゆく とすぐ 上官に 献策 をした。 先 占 をし 

なさい、 全隊が 銃 を 捨てて 探検隊と なり、 『蕨の 切り株』 

に 踏みい つ て、 パ ラグ アイ 旗 を 立てれば —— と 言った 

ら、 俺 は ひどく 怒られた。 理屈 はどうで も、 銃 を 捨て 

て II なんてえ 言 葉 は 非常に 悪い らしい の だ。 俺 は、 



な ものに 俺 は 出会つ ちまつ たんだよ。 ちょうど、 俺が 

いると ころから 四、 五十 メ— トル ほど 先に、 ザ ブッと 

水 を かぶった まま 立ち あがった ものが ある。 人 だ。 さ 

て はジメ ネスの いうの は噓 ではない。 人類の、 両棲類 

ともいう 沼 底 棲息 人 —— 。 秘境 『蕨の 切り株』 とと も 

に 数百 万年 も 没して いた 怪。 

ぼ ろ 

それ は、 藻 か檻褸 かわからぬ ような もの を 身に つけ 
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ていて、 見れば 擬れ もな く 人間の 男 だ。 胸に 大きな 拳 

あざ 

形の 痣が あって、 ほか は、 吾々 と 寸分の 違い もない。 

と、 いきなり そいつが 片手 を あげて、 俺 をめ がけて 投 

げ つけた ものが ある。 と 思った とき、 もう そいつの 姿 



が 水面に はなかった の だ。 俺 は 水棲 人の やつが なに を 

抛った のだろう と、 大 蕨 を 折って やっと こさで 

搔 きょせ た。 手に とる と、 なんか 葉っぱの 化石みたい 

な もん。 それが、 二つに 合わさって 藻で 結えた なか か 

ら、 現われた のが この ダイヤモンド だ」 

そこまで 言う と、 カム ポスは 晩め 廻す ような 目で、 

あたり をぐ るつ と 一 渡りみ た。 

「さあ、 そこまで 言 や、 納得が ついたろう。 その 水 

棲 人が、 広茫千 キロ 平方 も ある 『蕨の 切り株』 の、 一 

体 どこから 現われた かとい うに や、 俺に 目印が ある。 

どう だ、 諸君 は それ をい くらに 踏む J-:」 



エス 力— ダ . デ . モン 

「では *Esc ひ dai de mm &ガ はレカ 力で」 

「梯 子」 と は、 いわゆる 相対の 遊び 方で ある。 

しかし それ は、 賭博場な どで やる もので はなく、 もち 

ろん その 婦人な ども 知っている ものであった。 とたん 

に、 どこから ともなく 笑いが 始まって、 娘つ 子が やる 

ような ことで 五十 万 ミルが 争われる なんて、 こり や 千 

年に一度 もない ような こと だ。 と、 がやがや そんな 声 

が 聴え てく るな かで、 その 女性が 小切手 を 書いた。 ナ 

ショ ナル. シティ 銀行 リオ • デ • ジャネ イロ 支店。 し 

てみ ると、 この 婦人 は 来 人であろう。 そして 署名が、 

ロイス • ゥェ ン ライト。 



と、 その 時 —— その 署名 を ちらっと 見た カム ボスが、 

まるで 一 時に あらゆる 思念が 飛び さった ような 顔で、 

ぼかんと 放心の 態に なった の だ。 なんの 衝撃 か 5^:〕 

まどぎわ 

しばらく 窓際に 出て 風 を 浴びせて いた ほど、 カム ポス 

に は 異常な ものだった に違いない。 

「カム ボスめ、 どうしゃが つたんだろう。 こんなよ 

うじ や、 奴め 負ける かもしれ ない ぞ」 と、 カム ボスの 

様子が 急に 変った のに 気がつく と、 なんだか 勝負の 結 

果が 危ぶまれる ような 気に、 折 竹 も だんだん になって 

きた。 やがて、 満座の 注視 を 一点に あつめて、 五十 万 

ェ スカ— ダ 

ミルの 「梯子」 が はじまった。 



作者と して、 勝負の 成行き を 詳述す るの は 避ける が、 

ついに、 カム ボスの 勝利 動かぬ という 局面に なった。 

手札が 二 枚、 ハ ー トの 一に、 ダイヤの 十。 これ は 誰し 

も、 ダイヤの 十で 切って ハ ー トの 一 を 残す。 人々 は、 

きまぐ 

緊張が 去って ざわめき はじめ、 やれやれ、 気紛れに も 

せよ 五十 万 ミル は 高価い と、 ようやく、 方々 で 扇の 音 

が 高ま つ てきた。 

うらな 

「なるほど、 こいつの 一番 違いの、 易い は 当った。 

う な ぎ 

五十 万 ミルが そもそもの 始めで、 これから 奴 は 鰻の 

ぼり になる か EC 代議士に なり、 将軍に なり、 大統領 

になり —— 。 まだまだ ラテン • アメリカに はそんな 余 



者 を、 ご存知で いらっしゃい ますね？ バタ ゴニァ 人 

に 保護区 政策 を とれと、 アルゼンチン 政府と 喧嘩 をし 

た …… 」 

「知って ますと も。 去年 バタ ゴニァ で 行方不明に 

なった …… 」 

「いいえ、 それが バタ ゴニァ ではなかった のです。 

それから あのう、 三 上が 学生時代に 発表した 『petrin 

ぺ トリン . セ オリ— 

堆積 説』 も、 折 竹さん は ご存知で ございましよう」 

そうそう 

三 上 重四郎 は、 いわゆる 二世 中の 錚々 たる もの。 在 

学 中、 はやく も 化石 素 堆積 説なる もの を 発表した。 

化石 素と は 元来 植物に ある もので、 一 つの 種類が、 



「では、 どうして、 カム ボスと 一勝 負と いう 気にな 

りました ね。 貴女に、 五十 万 ミルぐ らいの 金 は 何でも 

ないで しょうが」 

「それ は」 と ロイスの 顔が きゅうに 火照って きて、 

「カム ボスさん が、 ご覧に なった 水棲 人の 話。 あれ を 

聴いて、 私が なんで そのままに 出来る でしよう。 水棲 

こぶしが た あざ 

人の 胸に あった 拳 形の 痣と、 ちょうど 同じ ものが 三 

上に も あるので す」 とこみ あげてく る 激情の 嵐に、 口 

イス はもう、 吹きく だかれた よう。 

「ですから、 カム ボスさん は 三 上 をみ たんでしょう- 

あの 水棲 人と は、 三 上です わ」 



とたんに、 室内が しいんと なった。 三 上が、 魔境 「蕨 

の 切り株」 にいて、 水棲人とは^^ 沼 土の 底に いて、 

なおかつ 生きられる とすれば、 三 上と いう 男 はさい 

しょからの 化物 だ。 すると、 そこへ カム ポス がう うん 

と 嘆声 を 発して、 

「では、 ロイスさん、 こっちの 話 をし ますから ね。 

私が、 なぜ あなたに 対して 勝とうと はしなかった か、 

勝てば、 勝てた の を なぜ 負けた かとい うと …… 、 ロイ 

ス • ウェンライト という 夢にも 出る 名の 婦人が、 貴女 

だと 始めて 知った からです。 

水棲 人が、 私に 投げて よこした 葉っぱの 化石みたい 



な ものに は、 じつ をい うと 一面の 文字が 書かれて あつ 

た。 しかし、 それ を 私が 搔き 寄せた ために、 その 文字 

が ほとんど 擦れて しまった。 ただ、 残ったの が あなた 

の 名の、 ロイス. ウェンライト という だけ ：：： 」 

「ああ、 そんな こと を 聴く と、 泣きた くなります わ- 

三 上 は、 きっと ダイヤ を 報酬に する からこれ を 私に 届 

けて くれと、 あなたに お願いし たので は …… ？」 

奇縁と は、 じつに こうした 事 をい うのだろう。 三 上 

が、 生きて か、 それとも 死んでの 亡霊 か はしらぬ が、 

とにかく、 愛する ロイスへ 通信 を 頼んだ。 それが、 こ 

の 話の なかの たった 一 つの 現実。 他 は、 すべて 怪 体に 



も 分らな すぎる ことば かりだが、 ロイスの 身に なって 

みれば …… 。 

事実、 ロイスの 熱情 はこれ なりで はすまなかった。 

よしんば 空しかろう とも 「蕨の 切り株」 へ往 つてと、 

熱心に 一日中 折 竹 を 説いて、 ついに グ ラン • チャコ 行 

きを 承知 させて しまったの である。 そうして、 カム ポ 

スを 加えた 三人の 者が、 「蕨の 切り株」 へと リオ • デ- 

ジ ャネ イロ を 発って いった。 



永世 変り ゆく 大 迷路 



びょうぼう はて 

ただ 渺茫涯 しもない、 一枚の 泥 地。 藻 や 水草 を 覆 

うてい る 一寸 ほどの 水。 陰惨な 死の 色 をした この 沼地 

サ ベジ 二 ヨス フエ —- に. ジガ ン デ 

のうえ に は、 まばらな 細 茅の なかから 大 蕨 が、 

ぬつ くと 奇妙な 拳 を あげくら い 空 を 撫でて いる。 生 

はちゅう 

物 は、 わずか 数 種の 爬虫類が いる だけで、 まったく、 

水搔 きをつけ 藻 を かぶって 現われる、 水棲 人の 

すみか 

棲 所と いうに 適わし いので ある。 すると、 ここへ 来て 

五日 目の 夜。 

ぬまが える 

陰気な、 沼 蛙 の 声が する だけの 寂漠 たる 天地。 

テント たきび カン ニヤ 

天幕の そばの 焚火 を はさんで、 カム ボスと 折 竹が 火酒 

を あおって いる。 生の 細 茅に やっと 火が 廻った ころ、 



なんて、 俺に やどう しても 出来ん。 カム ポス はつねに 

草原の 風の ごと あれ、 心に 重荷なければ 放浪 も 楽し I 

I と、 俺 は 常 日ごろ じぶんに いい 聴かして るんだ」 

あや 

「詫 まる」 と 折 竹 はサッ パリと 言って、 

「だが、 惚れたなら 惚れた で、 別の ことじ やない か。 

君が、 生涯に 一人 だけ 逢う という その 女性が、 ロイス 

さんの ように、 俺に や 思える よ」 

へ き えき 

「くどい ね、 大将 は」 カム ポス も、 辟易して しまつ 

て、 

「いかにも 俺 は、 あの人が 好きだよ。 好きで 好きで、 

たまらん というよ うな 人 だ。 これ だけ 言ったら、 大将 
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も 気が済んだろう」 と、 なに か を 紛らす ように 笑う の 

である。 

しかし、 事実 水棲 人と はまった くいる もの か？ ま 

た、 カム ボスが 逢った 三 上の 姿 は 亡霊 か、 それとも 生 

態が 変って、 沼 土の 底で も 生きられる ようにな つたの 

かと、 いつも 四六時中 往来す る 疑問 は、 その 二つより 

ほかになかった。 カム ボスが、 「ロイス さんの 執念に 

もまった く 恐れ入つ たよ。 よく まあ、 五日 間ぶ つ 続け 

に 水面ば かり 見て いられる もんだ」 

「そり や、 君が みた 三 上 は 幽霊じゃないだろう」 

と、 はじめて 折 竹が その 問題に 触れた の だ。 



「といって だよ、 たとえば、 水棲 人と いえる ものに 

なって 沼の 底へ はいった にしろ、 もう 三 上 は 到底 生き 

ちゃい まい」 

「ええ、 何の こった 5-:」 と カム ボス は 煙に まかれた 

ように、 

「君 はよ く、 水棲 人と いうと 笑った じ やない か。 人 

間の 三 上が どうして 沼の 底へ 入り そして 生きられ るか 

—— 君に、 それが 分った のかね」 

「分った かもしらん。 あれ は、 君 は ともかく ジメネ 

スも 見て いる。 僕 は、 水棲 人が 実在す る ものと して、 

考えて いる」 



底が みえる かもしれ ぬ 泥の なかへ、 潜水器 も 付けず 

潜って ゆけ と は W しかし、 折 竹と いえば 名 だた るェ 

キス パ ー ト。 あるいはと、 折 竹の 命に したがった 二人 

が 危なげ に 浮き 木 を わたり、 最終 点の 「五本の 大蕨」 

へきた。 そこで、 最後の 言葉 を 折 竹が いった。 

「沼の 底へ ゆく という こと は 依然として 変らない。 

二人 は、 いっさい なにも 考えず、 私のと おりに する。 

ちゆ-つちよ 

私が、 飛び こんだ 個所へ、 躊躇せ ずに 飛び こむ。 いい 

か」 

そういって、 折 竹 は 大きく 息 を 吸った。 日没の、 血 

紅の 雲 をう つして まつ 赤に 染 つた 沼 土 は、 さながら 



追われながら 沼地へ と 追い やられた。 四 名の なかには、 

革命に 関係した 有名な 女優 Emilia Vidali 嬢 も 混 つ 

ていた。 嬢 も、 おそらく ここへ 落ち こんだ のだろう。 

時々、 かすかに 歌声の ような もの を 聴いた が、 ついに 

めぐり 会えなかった。 それほど、 この 迷路 は 複雑 多岐 

である。 さらに、 ここへ 来て 余 は、 勝利 を 痛感す。 そ 

れは、 この 密林が 埋れて 迷路が できた の は …… まだ 新 

しく、 白人 侵入 当初だった ろう。 その 犠牲者が、 所々 

しろ-つ 

に 完全な 屍蠟 となって いる。 それに 反して、 グァラ 

二— 土人の は 一 つも 見当らない。 つまり、 白人に おけ 

る 化石 素 説が、 ここに 完全に 立証され たわけ だ。 



ここ は、 四季 を 通じて 一 定の 温度 を 保ち、 寒から ず 

暑から ず 至極 凌ぎよ い。 食物 は、 盲いた 蝦、 藻草の 類- 

底に は、 ダイヤモンドが あるが 無用の 大 長物。 さて、 

本日 出口 を さぐり さぐり やっと 地上へ 出た が、 やはり 

パ、 ァ 両軍の 対，. 峙は 続いて いる。 ダイヤ を やって、 口 

イスへの 伝達 を 頼んだ が、 あの 男 はやって くるだろう 



ああ 三 上と、 しばらく ロイス は 咽び泣い ていた。 お 

そらく これが 彼の 絶筆であろう か。 なお、 地図に は 

トラス コロ ブ エル タ. デ ■ イエロ 

祈禱 台と か、 鉄 の 門と か 目印が 記されて あるが、 



おそらく、 当時と 今と は 道が ちがって いるだろう。 し 

かしこれ で、 水棲 人の 謎が 解けた の だ。 

ジメ ネス 教授が みた 女の 姿 は、 たぶん エミ リア. ヴィ 

ダリ 嬢だろう し、 また 沼地から 現われた 化石 屍蠟 をみ 

て、 水棲 人視 くと 早合点した のだろう。 そこから は、 

道 あるいは 広く あるいは 狭まり、 くねくね 曲りくねり 

ながら、 下降して ゆく ようで ある。 すると、 眼界が と 

つ ぜん 開け、 かすかに 光 苔 のかが やく、 窪みの ような 

ところへ 出た。 

四辺 は、 かって 地上の 大 森林だった 亭々 たる 幹の 列。 

あるいは、 岩石と もみえ る 瘤 木の ような ものの 突出。 



「あ ッ、 カム ポス」 と、 思った とき は 胸まで も漬っ 

ている。 カム ボス は、 一度 は 血の気の ひいた まつ 蒼な 

顔に なった が、 やがて、 観念したら しくに こつと 折 竹 

に 笑み、 

「駄目 だ。 俺 は、 もう 駄目 だから、 君ら は 帰って く 

れ。 ホラ、 みろ、 上の 土が だんだん 崩れて くる じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「カム ボスさん、 私の ことから、 なんてす まない こ 

とに」 

とだん だん 浸って ゆく カム ボスに 絶望 を 覚える ほど、 

いっそう ロイス は 切なく、 絶え入る ように 泣き はじめ 



た。 

「じ や、 カム ボス」 と、 折 竹が おろおろ 声で 言う と、 

彼 は、 

「 一 番 違い —— 動物 富籤の あれが やはり これだった 

よ」 

それから ロイスに 向い、 「輒 機嫌よう、 気を付けてね」 

と 言った。 

それから、 身 を 切られる 思いで 帰路に ついていた 二 

人の 耳へ、 カム ボス が 高ら かにい う 声が 聴え てきた。 

ろ-つし よ -っ 

r シラノ • ド • ベルジュラック」 の 一節 を 朗誦して い 

る。 シラノ が、 末期に うち 明けなかった 恋 を 告白して 
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